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◆ 研究概要 
歯科口腔外科では口腔領域の特異的疾患（口腔癌，歯性感染症，粘膜疾患，口腔乾燥症など）について研究するととも

に口腔が引き起こす肺炎についてそのメカニズムと予防を研究している．さらに口腔機能障害がもたらす全身への影響を

改善する目的にインプラント再生医療や口唇形成術など多岐にわたり研究を行っている．また近年増加する歯科医院受診

患者の高齢化と有病者率に対し歯科医師の危機管理の向上が急務と考え，歯科医師の救急医療レベルの向上にむけ教育お

よび研修をおこなっている 
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